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保育士の最適給与水準分析と
待遇改善方策の提案

4713128 松田栞
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研究背景

北海道の待機児童数：約180人

➡潜在的待機児童：1297人(H28.4.1)

⇒しかし、現状保育士の数は不足している

出典：北海道庁

待機児童を0にするためには、保育所の増設と、
それに伴い、保育士数の確保が必要である
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研究背景
北海道の保育士登録数： 49,011人
➡勤務保育士数 13,833人

※平成25年10月時点

保育士の給与水準は低い

⇒政府は、保育士の給与の月額２％(道内:約4400円)
引き上げを提案

出典：厚生労働省,総務省

約70%が保育士資
格を持ちながら働
いていない現状
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本研究の位置づけ

保育士の待遇における、改善度と満足度
に対する研究はない

北海道の待機児童を０にするために必要
な保育士の給与水準を明らかにした研究
はない
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研究目的

①保育士の待遇にお
ける重要要因の把握

②保育士の給与水準と参入率の関係
を分析し、待機児童問題を緩和する

ための必要な給与レベルの分析

待遇改善方策と
必要な給与水準レベルの提示
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⇒政府の給与2%引き上げ政策の検証

研究方法

保育士資格を持つ人へアンケートを実施

考察 10

CS分析を行い、保育士の
待遇に対する満足度分析

各要因の重要度と
改善度を分析

待機児童を０にするため
に必要な保育士数の算出

保育士の給与水準と
参入率の関係を分析

①待遇 ②給与
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アンケート

調査概要
・方法：ネットアンケート
・実施日：2016年10月28～30日
・回収サンプル数：181サンプル
・アンケート対象者：保育資格を持ち、現在離職している人

項目
・世帯年収
・保育士をやめた理由
・保育士の待遇に関する満足度
・復職するとしたら希望する雇用形態
・給与が月額いくら上がれば復職したいと感じるか？
・年齢
・家族構成
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①待遇：CS分析

14保育士の復職率を上げるには、就労環境に対するサ
ポートを行い、雇用の負担を軽減することが必要

就労環境に関する
要因が上位を占めている。

重要項目：
昇進・仕事量・
給与・就労時間

最重要項目：
相談体制の充実

最重要項目

重要項目
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①待遇：雇用形態に関する分析
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復職するとした際、希望する雇用形態：
パート職員が半数以上

ワーキングシェア等、保育士の要望に応じて
雇用形態を選択できる体制が必要

正社員 パート職員 統計
結婚 3 10 13
妊娠、子育て 7 14 21
給与面の不満 13 3 16

復職するとしたら希望する雇用形態
保育士を辞めた理由

⇒あわせて、年間130万円の壁の見直しも検討する必要

潜在的待機児童（北海道):1297人

⇒北海道内の待機児童を0にするために必要となる

追加的な保育士数は約220人以上
19

年齢
必要な保育
士数

待機児童年齢別
割合

待機児童数 保育士数

0歳児
概ね3人に保
育士1人～

13.30% 172.501 57.5

1、2歳
児

概ね6人に保
育士1人～

68.70% 891.039 148.5

3歳児
概ね20人に
保育士1人～

18% 233.46 11.7

合計 1297 217.7人

②給与：必要保育士数の推計
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②給与：受諾率曲線
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変曲点

道内の待機児童解消に
必要な保育士数:約220人

約1万円の給与引き上げ:

約580人の保育士確保

4万~5万円が復職率の
上がり幅が最も大きい

政府の約2%給与引き上げ(4400円)

では、復職を希望した人はゼロ！

約7000円の給与引き上げ:

約220人の保育士確保

保育士の復職率を大幅に改善し
ようとするのであれば、5万円
までの給与引き上げが効果的

全体的考察

保育士の復職率上昇に必要な要因：

相談体制の充実・雇用体系の多様性

政府が提示する給与2%引き上げ額(約4400円)では復職希望し
た人はゼロ

待機児童数(北海道)：約7000円の給与引き上げで解消
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ただし、

▶発表されている潜在的待機児童数以上に、
潜在的需要がある可能性があり

▶女性の社会進出によって、潜在的待機児童は
増える可能性あり

復職率をあげるためには、5万円までを目安に給与
の引き上げを考えていく必要がある


